
2

あさくら市議会だより平成25年11月15日号 【９月定例会】

会期日程

９月定例会

◎開会
○会期の決定
○会議録署名議員の指名
○議案等の上程
○提案理由の説明
○決算審査特別委員会の設置
○決算審査特別委員の選任
◇決算審査特別委員会
（考案日）
○決議案の上程
（質疑・討論・採決）
○一般質問（５人）
○一般質問（５人）
○一般質問（１人）
○議案等の質疑
○議案等の委員会付託
◇常任委員会
◇決算審査特別委員会
（事務整理日）
○議案等の審議
（委員長報告・質疑・討
論・採決）
○追加議案等の上程
○提案理由の説明
○追加議案等の審議
（質疑・討論・採決）
○諸般の報告
◎閉会

9月3日

4～5日
6日

9日
10日

11～13日
17～19日
20・24日

25日

議案等の詳細な調査や審
査を委員会に委ねること
を「委員会付託」といい、
付託された委員会は審査
の結果を本会議で報告し
ます。ここでは各常任委
員会で審査された案件の
一部を掲載しています。

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

委
員
会
付
託
案
件

平成24年度決算
　　歳入 435億2210万円
　　歳出 428億6966万円 を認定

　

平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
は
、

９
月
３
日
に
招
集
さ
れ
、
９
月

25
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
日

程
で
開
会
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
市
長
か
ら
24
件
の

議
案
等
が
上
程
さ
れ
、
提
案
理

由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
条
例

の
一
部
改
正
や
補
正
予
算
な
ど

の
ほ
か
、
平
成
24
年
度
の
一
般

会
計
や
特
別
会
計
、
企
業
会
計

の
決
算
の
認
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
日
に
は
議
会
運
営
委
員
会

か
ら
「
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ

ー
ク
ス
フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
の
誘

致
を
推
進
す
る
決
議
」
が
上
程

さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
11
人
の
議

員
が
質
問
に
立
ち
、
市
の
政
策

に
対
し
て
執
行
部
と
活
発
な
議

論
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
執
行
部
の
説
明

を
受
け
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

最
終
日
に
、
付
託
さ
れ
た
議

案
に
つ
い
て
、
各
委
員
会
か
ら

審
査
結
果
報
告
を
受
け
、
質
疑
、

討
論
、
採
決
を
行
い
、
全
議
案

と
も
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
人
事
案
件
１
件
、

意
見
書
案
２
件
、
発
議
案
１
件

が
追
加
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
、
可
決
し
、

本
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

９月定例会

９月補正予算（一般会計）

・防災対策事業経費（避難所への太陽光発電設備や蓄電池の導入経費）

・子育て支援経費（福田学童保育所建設に伴う設計費）

・災害対応公共事業経費（道路・河川等の災害復旧事業費）

・小石原川ダム関連経費（水路改修工事費）

　　　　　　　　　　　（付替林道事業費）

・その他の経費（財団法人　秋月郷土館からの寄付の基金積立）

　　　　　　　（前年度決算余剰金の減債、財政調整基金積立）

              　　（消防団車両による交通事故賠償金）

              　　（固定資産税評価替えのための土地評価、下落鑑定業務委託）

８４１７万円

２８０万円

１億６２３９万円

５００万円

１１１８万円

１０００万円

４億９９３３万円

１２４万円

１８１６万円

９月補正予算（介護保険特別会計　保険事業勘定）

・前年度の地域支援事業交付金の確定に伴う国県等への精算金

・前年度余剰金による介護給付費準備基金積立

２６４３万円

１３０２万円

平成24年度決算
　　歳入 435億2210万円
　　歳出 428億6966万円 を認定

平成24年度決算
　　歳入 435億2210万円
　　歳出 428億6966万円 を認定
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あさくら市議会だより 平成25年11月15日号【常任委員会】

　

９
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
２
件
と
陳
情
１
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

★
朝
倉
市
男
女
共
同
参
画
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
及
び
朝
倉
市
営

住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止

及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

引
用
す
る
法
律
の
題
名
の
変
更

等
の
整
理
を
行
う
も
の
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
法
令
の
改
正

に
伴
う
規
定
の
整
理
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
全
員
異
議
な
く
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

★
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償

に
つ
い
て

　

公
務
遂
行
中
に
発
生
し
た
交

通
事
故
に
よ
り
、
被
害
者
の
受

け
た
損
害
を
賠
償
す
る
に
あ
た

り
、
そ
の
額
を
定
め
る
こ
と
、

和
解
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
及

び
求
償
権
を
放
棄
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
96
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。
事

故
の
内
容
は
、
平
成
25
年
５
月

26
日
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

後
進
中
、
駐
車
し
て
い
た
小
型

自
動
車
に
接
触
し
、
損
害
を
与

え
た
も
の
で
す
。
和
解
契
約
に

つ
い
て
は
、
市
が
相
手
方
に
損

害
賠
償
金
を
支
払
う
も
の
で
あ

り
、
全
額
保
険
で
処
理
さ
れ
ま

す
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
公
務
中

の
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
今
後
は
運
転
の
際
の

注
意
点
を
周
知
、
徹
底
し
、
更

な
る
事
故
防
止
の
対
策
に
努
め

る
よ
う
に
要
望
し
、
全
員
異
議

な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

再
び
公
務
中
の
事
故

　
更
な
る
注
意
喚
起
を
要
請

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

９
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
９
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

★
平
成
24
年
度
朝
倉
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

　

決
算
額
は
歳
入
総
額
17
億
２

２
５
６
万
円
、
歳
出
総
額
17
億

１
８
３
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

本
会
計
は
、
筑
後
川
中
流
右

岸
流
域
関
連
公
共
下
水
道
、
秋

月
及
び
朝
倉
地
区
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
の
事
業
推
進
と

管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

筑
後
川
中
流
右
岸
流
域
関
連
公

共
下
水
道
は
、
平
成
24
年
度
に

20
・
７
ha
の
整
備
を
行
い
、
平

成
25
年
３
月
末
現
在
、
計
画
面

積
８
８
８
ha
に
対
し
、
整
備
済

面
積
４
４
３
・
４
ha
、
整
備
率

49
・
９
％
の
状
況
で
す
。

　

秋
月
地
区
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
は
、
平
成
23
年
度
に

整
備
を
完
了
し
、
平
成
24
年
３

月
末
現
在
、
全
体
計
画
面
積
50

ha
に
対
し
、
整
備
済
面
積
48
・

４
ha
で
す
。

　

朝
倉
地
区
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
は
、
平
成
17
年
度
ま

で
に
２
０
０
ha
の
面
整
備
事
業

が
完
了
し
、
経
年
的
な
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
朝
倉
中
央
浄
化

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
長
寿
命
化

計
画
の
基
本
設
計
を
行
い
ま
し

た
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
執
行
部

の
説
明
を
了
と
し
、
全
員
異
議

な
く
、
原
案
の
と
お
り
認
定
し

ま
し
た
。

下
水
道
事
業
の

　
　
　
　
整
備
が
進
む

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　

９
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
８
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

★
平
成
24
年
度
朝
倉
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

事
業
勘
定
は
歳
入
が
５
億
６

５
２
３
万
円
不
足
す
る
た
め
、

平
成
25
年
度
予
算
か
ら
の
繰
上

充
用
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
特
定
健
診
や
特
定
保
健
指

導
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
、

重
複
受
診
者
や
多
受
診
者
へ
の

訪
問
指
導
を
通
し
、
医
療
費
の

適
正
化
に
努
め
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

直
営
診
療
施
設
勘
定
は
、
歳

入
歳
出
差
引
が
１
万
４
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
外
来
受
診

者
数
の
減
少
や
受
診
者
の
高
齢

化
な
ど
か
ら
診
療
収
入
が
減
少

し
、
財
源
確
保
の
た
め
９
６
０

万
円
の
基
金
取
り
崩
し
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
は
基
金
の
取
り

崩
し
を
極
力
少
な
く
で
き
る
よ

う
に
運
営
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
事
業
勘

定
に
つ
い
て
は
歳
入
不
足
が
続

い
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
執

行
部
と
し
て
の
早
急
な
政
策
的

判
断
を
促
す
と
と
も
に
、
関
係

各
課
が
連
携
し
、
医
療
費
の
抑

制
に
一
層
努
力
さ
れ
る
こ
と
、

ま
た
、
直
営
診
療
施
設
勘
定
に

つ
い
て
は
医
療
機
器
の
更
新
や

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
整
備
な

ど
が
今
後
の
課
題
と
な
る
が
、

基
金
に
頼
ら
な
い
財
政
運
営
と

な
る
よ
う
努
力
さ
れ
る
こ
と
を

要
望
し
、
全
員
異
議
な
く
原
案

の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は

　
繰
上
充
用
・
基
金
繰
入

環
境
民
生
常
任
委
員
会

運転の際は
細心の注意を

下
水
道
管
の
埋
設
工
事
状
況

診療所の運営努力を
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